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 校訓『全力』 文化・伝統の継承 

☆求める児童像 

〇基礎的・基本的な知識・技能を身

に付け、学び合う子 

◎習得した知識を活用して、主体

的に考え、表現する子 

〇「志」をもって生活できる子 

☆求める教職員像 

〇ふるさと幸手を愛し、使命感と志

をもつ教職員 

〇ともによさを認め合い、小さなこ

とにも全力を注げる教職員 

〇労を惜しまず、ともに喜びを感じ

ることのできる教職員 

☆願う保護者像 

〇子どもと「ともに」学ぶ保護者 

〇子どもを躾け、見守る保護者 

〇子どもや学校、地域に関心を示

し、地域や学校と協働する保護者 

☆願う地域像 

〇いつも子どもたちを見守る地域 

〇学校と「ともに」子どもを育てる

地域 

〇学校と協働し、活力を得る地域 

◆第 3 期 

埼玉県教育振興基本計画 

(2019 年度～2023 年度) 

 

 【基本理念】 

 豊かな学びで 未来を拓く埼玉教育 

 

◆東部教育事務所の基本方針 

1 平成 31 年度埼玉県教育行政重点施

策に積極的に取り組む 

2 市町教育委員会、学校、関係諸団体へ

の支援を積極的に行い、管内教育の充

実・発展に努める 

3 常に目的意識と具体的と支援策をも

った教育支援活動を推進する 

◆幸手市教育大綱(第 2 次) 

～子どもがいきいき育ち、 

市民が学び、活躍できるまち～ 

【基本目標】 

1 学校教育内容の充実 

・基礎・基本の充実 

・時代の変化に応じた教育の充実 

・指導体制の充実 

・教育相談の充実 

・特別支援起用育の充実 

2 学校教育環境の整備 

3 青少年の健全な育成 

4 社会教育の充実 

5 歴史・伝統文化の継承と活用 

 

☆めざす学校像 

ふ る さ と 幸 手 を 愛 し、 志 に 生 き る (児童の育成) 

( 児 童 の 育 成 ) 

学校の教育目標 

学校と家庭・地域をつなぎ、『地域とともにある』さくら小コミュニティースクールの構築 

 

経営の 3つの重点 

＜重点目標 1＞ 

★基礎的・基本的な知識・技能を身に付け、学び合う子 
 

➀学習規律・学習習慣及び読書習慣の確立を目指します。 

 

➁家庭と連携して、家庭学習の習慣化に取り組みます。 

 

➂埼玉県教育委員会「体力課題解決研究校」の指定を受け、体

力課題の解決のみならず、食育、健康教育にも積極的に取り

組みます。 

＜重点目標 2＞ 

★習得した知識を活用して、主体的に考え、表現する子 
 

➀教科で身に付けた知識・技能を使って、総合的な学習の時間で思

考力・判断力・表現力を育成します。 

 

➁「考え、議論する道徳」で想像力や価値判断する力を磨きます。 

 

➂地域のチカラを借りた体験活動等を積極的に行い、地域に貢献 

しようとする態度を育成します。 

＜重点目標 3＞ 

★地域とともに学びに向かう力や志をもって生活できる子 
 

➀学校・家庭・地域が協働で目標達成をめざすコミュニティースクー

ルを構築し、取り組みを推進します。 

 

➁家庭や地域が主体となって、ふるさと幸手のよさを知り、学びに向

かう取り組みを推進します。 

 

➂積極的な情報発信に努め、「学校の見える化」を進めます。 

評価・達成指標 

・国・県・市の学力調査で全国・県の平均正答率

を上回る。 

・自分の体力が向上していると実感する児童が

80%以上(児童・保護者・関係者評価等) 

評価・達成指標 

・総合的な学習の時間の資質能力表に沿った児童

の思考力・判断力・表現力の定着状況 70%以上 

・地域への関心等の学校評価項目肯定的評価

80%以上(児童・保護者・関係者評価等) 

評価・達成指標 

・コミュニティースクールの取り組みに関する理解度

を 70%以上(児童・保護者・関係者評価等) 

・「学校の見える化」に関する肯定的評価 80%以

上(児童・保護者・関係者評価等) 

埼玉県マスコット  

「コバトン」 


